


「グリーンコープ・グリーン電力出資金」申込書

①グリーン電力出資金の総額

コ ー ス

組合員番号 組合員名

班　名

②出資方法

③出資開始月（○をつけて下さい） ●今月から　　●来月から　　●（　　　）月から

一括

■分割の場合は、「１回の出資金額」と「出資回数」を記入してください。

分割

1回の出資金額

出資回数

※事務局記入欄

受付日 受付担当者名 グリーン電力出資金管理No.

０ ０ ０ ０ 円

①グリーン電力出資金の総額

②出資方法

③出資開始月（○をつけて下さい） ●今月から　　●来月から　　●（　　　）月から

一括 分割

０5

5

０ ０ ０ 円

０ ０ ０ 円

回

■分割の場合は、「１回の出資金額」と「出資回数」を記入してください。

●出資回数は、出資総額を
「１回の出資金額」で割った数。
（1,000 円単位で、割り切れる
数にします）

「グリーン電力出資金」の呼びかけにあたって
①グリーン電力出資金は、自然エネルギーによる発電設備や市民電力発
電所の建設、そのための調査研究に使われます。
②資金の運用は、一社）グリーンコープでんきに役員を派遣して、財務状
況などを確認していきます。
③万が一、一社）グリーンコープでんきが倒産するような場合は、損失の
一部を補てんしなければならない可能性があります。
そのようなことがないように一つひとつの事業について、グリーンコー
プで確認していきます。
④出資開始から１０年間据え置きをお願いしています。
（脱退や減資が必要な場合は所属生協担当者にご連絡ください）

●出資金額は、
「1,000 円単位」
とします。

●引き落とし開始月を
記入します。

●「一括」で支払うのか、
「分割」にするのか、
決めます。

●自分で設定した出資
総額を記入します。

《記入例》

1回の出資金額
出資回数

０２

２

０ ０ 円

回

原発も温暖化もない豊かな未来を子どもたちに手渡すために、
グリーン電力出資金へのご協力をお願いします。

今回出資を呼びかける
耶馬渓ファーム発電所の定格出力

…1069.8kＷ

※2012年10月から始まった「グリーンコープ・グリーン電力出資金」は、
10年後に出資者にお返しすることになっています。それにともない、
10年の満期を迎えた出資者に2023 年 10月より返金が行われて
いるため、現在、発電所の建設資金が不足してきています。

グリーンコープ・グリーン電力出資金を呼びかけています ! ！ ＜出資金の申し込み方について＞

Ⅰ　出資総額を自分で決めます。

※「１万円」「５万円」「10万円」「20万円」「50万円」
など。

Ⅱ　決めた出資総額を「一括支払い」にするのか、

「分割」にするのか、決めます。

Ⅲ　分割の場合、「1,000円」単位となります。

※「2,000円」「3,000円」「5,000円」「１万円」「２万
円」…もＯＫです。
※１万円の場合、「1000円×10ヵ月」、「2,000円
×５ヵ月」…となります。

馬洗瀬小水力発電所 杖立温泉熱バイナリー発電所 霧島太陽光発電所 ながわ小水力発電所

神在太陽光発電所深年太陽光発電所豊浦太陽光発電所平池水上太陽光発電所

Ⅳ　支払月を決めます。

※一括の場合は一括払をする月、分割の場合は、支
払開始月を決めます。

Ⅴ　グリーン電力出資金は、10年間お預かりさせ

ていただきます。

※「10年」とは、組合員さんが出資を始めた月から
10年目となる月の前月までです。
※脱退や減資の際は、所属生協にご相談ください。

東京電力福島第一原発事故を受けて
「自分たちで自然エネルギー発電所をつくろう！！」と動き出したグリーンコープ
しかも、建設費用も自分たちで出そうと始まった「グリーン電力出資金」

それを原資に、これだけの発電所ができました！！
　 自社事業

神在太陽光発電所（福岡県糸島市）、平池水上太陽光発電所（兵庫県小野市）、深年太陽光発電所（宮崎県国富町）、グ

リーン未來ソーラー（ＧＣくまもとの施設の屋根）、若宮物流センター・広島物流センター・ＧＣやまぐち西部地域本

部のそれぞれの屋根

　 他団体との共同事業

豊浦太陽光発電所（山口県下関市）、馬洗瀬小水力発電所（熊本県小国町）、杖立温泉熱バイナリー発電所（熊本県小

国町）、霧島太陽光発電所（鹿児島県霧島市）、ながわ小水力発電所（長野県松本市）

　 他団体の事業へ出資…熊本菊池太陽光発電所（熊本県菊池市）

　 オンサイトＰＰＡ発電所

単協の支部や店舗、保育園などの屋根に太陽光パネルを設置した発電所、グリーンコープミルク発電所、グリーンコー

プＴＭＲセンター発電所、耶馬渓ファーム発電所（2026 年 6 月完成予定）。そこで発電された電気は、九州電力送

配電には連系せずにそれぞれの施設で自家消費されます。


